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礁性礫岩と貝化宿

のごぎ回せんはた

観光地で知られる房総半島は鋸山の南麓に千畑礫岩層とよばれる厚

さ数10mの薄い礫岩カミ中新世後期の厚い地層のなかにはさまっている.

この礫岩は斜層理カ茎発達し淘汰カミよく部分的に石灰質である.礫

はよく円磨された硬いものカミ多い.生物遺骸に富みおもにC〃"刎ツ∫

(カミオニシキ属)やαy〃刎8〃∫(タマキガイ属)などの貝比肩のほ

かウニやコケムシも多い.

このよう放礫岩は海底の高まりで潮や波の影響の強いところに堆積し

たものと考えられ礁性礫岩とよばれる.

写真の標本は千畑礫岩層から産したヤゲンオオノ･ネガイん3腕w-

g舳3〃∫あ(OTUKA)で現棲のミノガイ科のオオハネガイに近く中

新世から鮮新世にかけて生存した大型の二枚貝である.ヤゲンオオノ･

ネガイは地質調査所の大山桂博士の話しによれぱある程度の深さの

ある潮通しのよいところに棲んでいた貝であり千畑礫岩層の堆積環境

をよく表わしている.

(文垣見俊弘写真正井義郎)倍率×約⊥
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